
琉球大学学長をしています西田です。今日
は全国日本学士会の沖縄支部創立30周年記念
という記念すべきシンポジウムにお呼びいた
だきまして、感謝しております。50分ばかり
話をさせていただきます。

いまご紹介があったように、私は生物の進
化にすごく関心があり、そういう分野で研究
をしてきました。今日のタイトルも「時代の
変化を見すえて」という副題にしております
けれども、つい時間に沿った変化を考えます
ので、人間の社会もどのようにして今に至っ
たのか、今後どうなっていくのかというとこ
ろから考えたくなるのです。そして、その推
測に基づいて、今なにをしたらよいかを考え
たくなります。

そうやって勉強していきますと、いろいろ
面白いことが見えてまいります。十分ご承知
のこともたくさん含まれていると思います
が、そういうことを皆さんと少し共有できた
らと、考えております。よろしくお願いいた
します。

今日の話の流れは、ここに目次のように書
きましたけれども、１から６という流れでお

話をしたいと思います（図１）。

１．人類社会の歩みにおいて、今は
どういう時代なのか

まず「人類社会の歩みにおいて、いまはど
ういう時代なのか」ということですけれども、
経団連が少し前にホームページに載せてい
て、なかなかいいなと思った図をお示ししま
す（図２）。横軸は右に向かって、昔から現
代に進んでいく。縦軸は生産システムの変遷
です。人類はホモ・サピエンスになる前から
狩猟採集をしていた。100万年という規模で
記されています。この狩猟採集の時代が100
万年レベルで続いていたのが、それ以後、右

3

琉球大学学長

西　田　　　睦

Ⅱ　講演１

沖縄の持続可能な発展の方向性を
考える：時代の変化を見すえて

図１　話の流れ



に行くほど、つまり時代を下るにつれて生産
システム転換テンポが速くなってきている。

われわれが人類として進化してきた時間の
大部分は、狩猟採集をしている中でのこと
だったのです。そのときに適応した遺伝的特
性をわれわれは、いま受け継いでいると考え
て間違いないと思います。その結果、ヒトの
身体的特性や心理的特性が新しい生産システ
ムとマッチしないため、いろんな不都合が生
じてきていると思われます。

さて、まず大きな変化は、農耕をするよう
になったことです。これによって人口が爆発
的に増えましたし、定住をするようになった
ということもあります。それが１万年以上続
いた後、産業革命が起こった。

これは、ほんの250年ばかり前にヨーロッパ
で起こった。第１次産業革命、そして第２次、
第３次と進み、いま情報社会になっている。

さらに第４次産業革命によってSociety5.0に向
かいつつあると、この図には示されています。
人によっては工業化、産業革命の後の時代が
まだ続いているんだという捉え方もあります
が、いずれにしても、ほんの200年余で急速
な変化が起こっているということです。

こうした大きな流れの中で、大量生産・大
量消費の時代は終わりつつあるということが
明確になっています。とくに日本は半世紀ば
かり前に著しい高度経済成長を遂げました
が、改めて振り返ってみますと、それは労働
力人口が増える時代でした。人口が増えれば
消費も増えますし、働き手も増えるわけです
から、行け行けどんどんで進んだ。それがい
ま、急速にフェーズが変わってきている。

そこで日本の人口の推移を見てみましょ
う。これもよくご存じの図（図３）ですが、
左から右に時間が流れていて、左側はちょっ
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図２　人類社会の生産システムの変遷
（経団連HP（http://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html?v=s）の図に基づく）



と詰められておりますが、いずれにしても、
日本全体の人口は1000万人弱の時代が長く続
いて、江戸時代に入ったころに3000万ぐらい。
それが300年くらい続いて、明治に入って急
速に増えて１億数千万のところまで来た。い
ま、われわれはピークから下り坂に入ったと
ころにいるわけですが、これからは急速に落
ちていきます。どういう予測をしても、急速
な右肩下がりは変わらないということです
ね。

それで社会にいろいろ難しい問題が出てく
るということがあり、少子高齢化を何とかし
ないといけないという議論がなされるわけで
すが、これは日本特有の問題なのか。ここは、
重要な点かと思います。工業社会になるなか
で人口が急増し、そして急速に減少するとい
う現象は、日本に限ったことではないという
ことがはっきりしてきています。日本が先頭

を切っているというのは事実ですが。
昨年、国連が最新の世界人口予測を公表し

ました。これによると、21世紀中に世界人口
の減少が始まることが明確に予測された。そ
の他の最近の分析でも、国が経済発展をする
と、結婚年齢も出産年齢も遅くなる。見事な
傾向が出ます。どの国でもそうなる。ざっく
り言えば、所得が10倍で、初婚年齢も出産年
齢も５年遅くなる。これだけでも、経済成長
すると出生率が下がるということが見えます
ね。

これをさらに具体的に子どもの数で見る
と、豊かになれば女性一人当たりの子どもの
数が減り（所得が倍で、子どもの数は半減）、
２よりも下に来る。２以上だと人口が増える
し、２以下だと人口が減るわけです。いま、
世界は全体としてはこの過程にあるので、人
口が減るというのが流れです。
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図３　日本の人口の推移
（平成17年度国勢調査（総務省）のデータに基づく）



もう少し、国の経済的豊かさと人間の生物
学的状態との関係を見てみましょう。あくま
でも平均の話ですが、豊かになると長生きし
ます。所得が10倍になると、平均寿命は12歳
延びます。また、人は豊かになるとたくさん
食べる。カロリーで見ると、所得が10倍で１
日１食分多く食べるようになります。世界の
どこでも、近代化が進み所得が増えると、よ
り多く食べるようになり、体を動かす機会が
減れば、当然カロリー過多になります。

ちょっと横道に逸れたのを、人口のことに
話を戻します。近代社会に入る前は早くに亡
くなる人も多かったので、２人産めば人口が
安定というのではなくて、だいたい６人ぐら
いで人口が安定的であったと見ることができ
る。それが、どの国の社会も近代化で出生率
が下がる。そして、近代化を終える頃には、
２人を少し切るあたりに収斂する。これが、
いまの人類の状況です。近代化のスタートの
早い遅いはあるが、いずれどの国もこの同じ
あたりに収斂するように思われます。

日本は一歩先に、そして速いスピードでこ
の途を進んでいるということになります。課
題先進国という言い方もしますけれども、長
期的な視点でどのようにして安定した社会に
向けていくのかは、今後、追いかけてくる世
界各国の参考にされることは間違いないとい
うことです。韓国、そして中国も、日本より
速いスピードで人口縮小局面に入りつつある
ようですし、インドも中国を超えて世界トッ
プの人口になったということですけれど、こ
こも出生率は下がってきており、もうすぐ２
を切ります。ですから、もうしばらくはアジ

アも元気ですが、50年後ぐらいには相当様相
が変わってくるでしょう。

このように見てくると、地球環境、そして
地球の自然資源、これの有限性が明確になっ
たこの時代にふさわしい「成熟社会」に転換
していくということが、日本のわれわれの21
世紀の課題であると結論できると思います。

２．プラネタリー・バウンダリー（地
球の限界）という観点から見ると…

いま地球環境と言いましたが、すごく参考
になる概念が15年ばかり前に提案されていま
す。そのことを少しお話ししたいと思います。

それはプラネタリー・バウンダリーです。
プラネットは惑星・地球ですね。その限界と
いう考え方が提案されています。2009年に

『nature』誌でロックストロームさんらが提
唱したものです。まず地球の環境に関して重
要な指標を９つに絞った。そして、その指標
の数値を調べ、地球の安全を損なう範囲（バ
ウンダリー）に収まっているかどうかを明ら
かにしました。2009年の段階では、３つの指
標でバウンダリーを超えてレッドゾーンに
入っているとされました。最も厳しいのは生
物多様性の減少でした。後戻りが利かない
ゾーンに入っているということで、警鐘を鳴
らしました。あと、生物地球化学的な循環が
まずいところに来ており、とくに窒素の過剰
が問題だと。３つめが気候変動ということで
した。

これは、折々改訂をされてきましたが、ちょ
うど先々月の９月にプラネタリー・バウンダ
リーのアップデート第４版（図４）が、これは
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『Science』の兄弟誌『Science Advances』に
発表されました。なんとレッドゾーンに６つの
項目が入っている。この10年あまりで、そう
いうところに至っています。

生物多様性などは、引き続き問題なのです
が、マイクロプラスチックというような化合
物汚染が急速にレッドゾーンに入ってきてい
ます。そうしたことになっているということ
に注目したいと思います。

３．生物多様性減少のバウンダリー

まず生物多様性のバウンダリーということ
でいいますと、私自身が、先ほど田中先生の
紹介にもあったように、魚類の多様性の研究
をしてきました。魚類の進化というようなこ
とを知りたいと思って勉強・研究してきたの
ですけれども、そこでこの生物多様性のバウ

ンダリーに関わる痛烈な経験をしました。や
や個人的なことも関わるのですけれども、そ
のお話を少しさせていただきたいと思いま
す。
（１）生物多様性のバウンダリー問題の実例
としてのリュウキュウアユ

私は博士論文の研究テーマに、京都でアユ
という魚を研究していました。アユがどんな
ふうに進化してきたのかを知りたくて、あち
こちに出かけてアユを採集し、それを分析し
ていたのです。アユは、１年の一生の間に川
と海を行き来する15センチぐらいの、食べて
もおいしい魚です（図５）。本州・四国・九
州や朝鮮半島、大陸の沿岸部の河川、そして
台湾にもいました。

やんばるにアユがいるよと聞きまして「え
えっ？」ということで、採集に来ました。
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図４　プラネタリーバウンダリー  2023アップデート第４版
（中央の濃いグレーの円の外がレッドゾーン。Richardson et al., 2023に基づく）



1978年の夏でした。当時の琉大の、魚に詳し
い先生や学生さんらとやんばるの川を訪ねま
した。しかし、いくら探しても見つからない。

「いるはずなのだがなあ」と探しに探しまわっ
て、ようやく与那川で１匹だけ見つけました。
後から分かるのですが、それが最後の１匹で
した。私が滅ぼしたのかなとちょっと心が痛
みますが、１匹で生物は繁殖しませんので、
私が滅ぼしたんじゃないなと自分を慰めてい
ます。

沖縄島でそんなことだったので、やはりア
ユがいると聞いた奄美大島に出直しました。
ここでは幸い採集ができました。分析をしま
すと、琉球のものは遺伝的に明確に違うとい
うことが分かりました。姿形は本州などのも
のとよく似ていましたけれども、遺伝的にず
いぶん違っていたということです。標本が
残っていた沖縄島のアユは奄美大島のものと

比較的似ていた。したがって、奄美・沖縄の
アユが他とは全然違う。こういう全体像が見
えてきました。大陸と日本列島はずいぶん離
れているようですが、遺伝的にはその違いを
１とすると、琉球列島のものは他と100違う
というぐらい分化しています（図５）。ざっ
くり言うと、100万年くらいの期間にわたり、
琉球列島で独自の進化をしてきた。つまり、
琉球列島のユニークな自然の生き証人です。

琉球列島のアユは別物です。そこで名前を
付 け な け れ ば い け な い と い う こ と で、
Plecoglossus altivelis ryukyuensis、リュウ
キュウアユと名前を付けました。でも、この
ときには沖縄島のものは滅んでいましたの
で、奄美大島にまだ辛うじて残っている集団
からの標本を基に分類学的記載をいたしまし
た。

沖縄島のアユ集団は1970年代後半に滅びま
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図５　アユ（リュウキュウアユを含む）の分布域と２つの地域個体群の絶滅（十字マーク）



した。1970年代後半ってどういう時期かお分
かりになるでしょうか。1971年には琉球大学
にサンプルがどっさり残っています。減少し
たのは1972年以後です。そうです。1972年は
沖縄復帰の年ですね。それ以後に急速に海岸
沿いの国道58号線の整備など、いろんな工事
がやんばるで行われました。1970年代は、沖
縄には長年ご苦労をかけたなということで、
一気に開発がされた時期です。絶滅は、これ
と完全に重なっています。

源河川などにもリュウキュウアユはいっぱ
いいたのです。当時あった源河小学校の校旗
には、確かアユの姿が踊っていたのではな
かったでしょうか。でも、工事がされるとき
にはあまりアユなど気にされなかったので
しょうね。いなくなってから、「いなくなっ
たんですよ。どうしましょう。琵琶湖から持っ
てきて放流したらどうでしょう」というよう
な相談がその後、ありました。「琵琶湖のア
ユは全然違うものですから、それはやめた方
がいいでしょう」とご返事しました。そのう
ち、やんばるのダムを多様に有効に活用しよ
うというダム事務所長のアイデアで、ダム湖
に奄美から持ってきたものが放流され、辛う
じてバックアップ的リュウキュウアユがやん
ばるにいますが、元々の沖縄島の集団は滅ん
だということです。

もう１つ滅んだところがありまして、それ
は台湾です（図５）。台湾は沖縄島よりもう
少し前に滅んでいます。地元の人に聞きます
と、やっぱり戦後、開発が急速に進み、一時、
川の下流域はヘドロだったとのことです。や
はり同じような経緯でいなくなったんだろう

と思います。いまはいますよという話を聞き
ますが、それは日本から移植したものです。

いずれにしても、いったんなくしたものは
戻ってこないということです。これを痛切に
感じました。とくに、名前を付けてあげたも
のが沖縄にいなくなるというのは、つらいも
のです。他のものが次々そうならないように
するということは、極めて大事だと考えてい
ます。ヤンバルクイナがいるのは、やんばる
だけです。これがいなくなったらまずいです
よね。観光立県と言っていますけれども、そ
ういう目玉がどんどんなくなってしまうとい
うことは、一番大事な資源をなくしてしまう
ということになるわけです。一度なくしてし
まったものは二度と取り戻せないということ
を、肝に銘じたいと思います。

ちょっと厳しく言いましたけれども、もち
ろんそういう方向に向けていこうという動き
も強まっています。１つはご承知ですね。一
昨年、やんばる、西表島も含めて、世界自然
遺産に登録されました。守っていくという国
際的責任も負いましたけれども、しっかり
やっていくという根拠もできたということで
す。
（２）国立の自然史博物館を沖縄に

それからもう１つ、国立の自然史博物館を
沖縄に設立したらどうかという動きも起こ
り、強まっています。これも、試料を集め、
自然を分析し、より知ってもらい、あるいは
展示を見てもらうということにメリットがあ
るだろうということです。

これについて若干お話をいたしますと、日
本学術会議という研究者の大きな集まりが、
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７年ぐらい前に提言をいたしまして、自然史
博物館をしっかりつくらないといけないと言
いました。

最近、国立科学博物館の予算が足りなくて、
標本処理ができないということで、クラウド
ファンディングを立ち上げて、大きくお金が
集まったということで話題になっておりまし
たけれども、あそこだけでは全然まだ足りな
い。だからこそ、この沖縄の地に国立科学博
物館と共通項があるものの、これからつくる
ものに相応しい、そして沖縄というフィール
ドを最大限活かした斬新な施設と組織をつく
るべしという議論です。それを前に進めてい
こうということで、一般社団法人の設立準備
委員会もでき、活動が展開されているという
ことです。

そのイメージ図ですけれども（図６）、標
本をしっかり確保して、研究をし、展示、教

育をしていく。そして、いろいろなフィール
ドとつなぐ。とくに沖縄、琉球列島につくる
ということは、フィールドがすぐ近くです。
ニューヨークや、ワシントンＤ.Ｃ.や、ロン
ドンやパリにある有名な自然史博物館とは決
定的に違うところです。都会の真ん中ではな
い。すぐにフィールドに行ける。そして意識
的にいろんなフィールドとつないでいこう。
そしていまやビッグデータの時代ですから、
そういう電子的なネットワークでもいろんな
ところとつなごうという、ネットワーク型の
博物館、21世紀型の博物館にしていこうとい
う議論をしております。いろんなシンポジウ
ムも毎年のようにやって議論を深めていま
す。

それから沖縄県も、しっかり誘致をしてく
ださいということで、ぜひやろうということ
になってきておりますし、新・沖縄21世紀ビ
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図６　国立沖縄自然史博物館構想図



ジョン基本計画にも明確に書き込んでいただ
きました。経済界、たとえば沖縄経済同友会
からも声をあげていただいています。これか
らの展開が楽しみです。

４．生物地球化学的循環の 
バウンダリー

つぎに、もう１つの、いま最も厳しくなっ
ているバウンダリーの話をいたします。それ
は生物地球化学的循環のバウンダリーです。
さきほど図４をお示ししたときに、生物地球
化学的と言いましたけれども、大きく問題に
なるのは窒素とリンです。お気付きでしょう
か。窒素、リンという元素は、とくに植物だ
と肥料に入っているものです。われわれも
しっかり摂らないといけない、タンパク質や
核酸ＤＮＡの骨格になる部分を担っていま
す。

（１）窒素の循環
生物地球化学的にまず窒素を見ますと、こ

れは奥が深いんですが、あまり深入りはしな
いでおきますが、空気中にいっぱい（約
80％）あるものを、微生物がほかの生物が使
える形にしています（図７）。植物は水と酸
素（空気の約20％）を使って光合成をしてブ
ドウ糖、そしてそれが繋がったデンプンをつ
くるとともに、利用できる形になった窒素を
取り込んで、タンパク質等をつくるというこ
とですね。そして、それを食べて動物が育っ
ている。排せつ物や死骸を微生物がまた分解
して…、という循環で回っているわけです。

20世紀に人工的に空気中の窒素を固定する
ということができるようになった。これが化
学肥料となって農作物の生産を大きく高める
ことになりました。これとパラレルに世界の
人口が急速に増えました。この100年の間、
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図７　微生物・植物・動物による窒素循環



農地面積はほとんど増えていないのに、です。
実は生物地球化学的バウンダリーを超える窒
素排出の背景には、こういうことがあるわけ
です。

では、もう少し私たち自身に引きつけて、
じゃあ沖縄はと考えますと、窒素の自給率は
ほぼゼロです。全部、県外から入ってきてい
る。これが肥料として農地に投入されると、
その先はどうなりますか。多くが土壌から地
下水へ、あるいは海洋に流れ出るということ
です。

これは、すぐに被害が出るわけでないので、
普段はあまり考えないです。でも実は、これ
はボディブローのように効いてきます。これ
をなんとかしようということで、本学のプロ
ジェクトが、農学部の教員を中心にいま動き

始めています（図８）。植物を育てる農業（耕
種農業と言います）と動物を育てる畜産と、
さらに人の社会をうまく結びつける。われわ
れ人間の食品残渣を家畜の餌に回し、畜産の
排せつ物をうまく肥料にして農業に回す、と
いう好循環を創り出そうというプロジェクト
です。一気に全県的にというのはなかなか難
しいので、いくつかの地域に焦点を絞って、
モデルづくりをやっていこうということで始
めています。

例えば、畜産の盛んなうるま市とは、先日、
協力していこうということで協定を結びまし
た。いいモデルができれば、これを横展開し
ていくということが重要であろうということ
です。大きな視点から課題を認識して、具体
的解決は具体的な地域、それもある程度限ら
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図８　 フード・トランスフォーメーションが生み出すサステイナブル環境・観光
アイランドを目指すプロジェクトの概念図



れたところで、課題を研究しながら合理的な
サイクル作り上げていこうという発想です。
大学がうまく媒体の役割を果たせればと考え
ています。
（２）リンの循環

それから、生物地球化学的バウンダリーで
問題視されているのは、窒素に加えてリンが
あります。これについても、今述べたプロジェ
クトで考えることにしています。

少し前に「石垣ショック　白化深刻」とい
う記事があったのをご記憶の方もおられるか
もしれません。石垣島と西表島の間に石西礁
湖と呼ばれるラグーン域がありますが、ここ
で海水温が高くてサンゴが白化して死滅する
ことがあります。これまでは何年かの間にサ
ンゴの幼生が定着して成長するなどしてサン
ゴ礁が回復してくるのですが、それが回復し
ないようになってきた。なぜかということが
問題になりました。本学の水問題等を専門と
する研究者が詳しく調べると、どうも水温だ
けではなくて、過剰栄養、つまり陸域からの
負荷がかかっており、これが問題ではないか
ということが分かってきました。蓄積型のリ
ンの過剰が問題のようなのです。多くの場所
を調べると、蓄積型のリンの量はやはり陸域
に近いところに多い。そういうところの海が
どうなるかというと、普通ならサンゴが生え
ているところに、海草が生えている。リンは
肥料ですから、海草にとってはうれしい。海
草が優占してしまい、サンゴは負けてしまう
ということが起こりつつあるようです。

研究の結果、リンがまったく駄目というの
ではなくて、蓄積型のリンがある程度より少

なければ、サンゴの被覆度は健全な状態が維
持できることが分かってきました。これ以下
に抑えればいいんだという指標も数値的にも
明確になってきました。沿岸海洋域の富栄養
化に繋がる畜産廃棄物について、堆肥づくり
に向けて農業の方に移していくというような
好サイクルを作って回していくことがよい。
これも実証的な研究に入っていければと考え
ています。

このように、プラネタリー・バウンダリー
という視点から見ると、普段なかなか気づか
ないことが分かってくる。そして具体的な解
決方法を考えて、一部からですが取り組もう
としています。

５．沖縄の持続可能な発展に重要な
ポイント

沖縄の持続的発展に重要なポイントは何か
ということのお話も、少ししておきたいと思
います。いろいろなことがありますが、私が
重要だと思うものの中から３つ挙げますと、
１つには経済の生産性の向上というのが大事
だろうと思います。これは、この次に富川先
生がしっかり話されるだろうと思いますの
で、私はここでは述べませんが、非常に重要
なポイントだと考えています。

つぎにウェルビーイングの向上。健康につ
いては、まさに益崎先生からお話しいただけ
ると思います。精神的なウェルビーイングと
いうことでは、片本先生がお話しになるのだ
と思います。大量生産・大量消費から、人の
ウェルビーイングを大事にする社会へという
ことが、いま非常に重要になっていると思い
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ます。
そして第３に、そういう社会をつくるには、

やはり人材が必要で、そのために教育が大事
ということです。この３点がポイントかなと
思います。私たち、とくに大学が関わる例は、
この後、いくつかお話しいたしますが、生産
性向上のポイントは、１つはデジタルトラン
スフォーメーション。デジタルを通じていろ
んなことをさらに変えていくということがカ
ギかなと思っています。

それからウェルビーイングの向上という点
では、考えてみますと沖縄というのは、精神
的にも人に優しい土地柄。そして少し前まで
は最も長寿の場所で、身体的なウェルネスも
高かったところですね（図９）。本来、そう
いう優位性があるところです。これを取り戻
していく課題が明確にあると思います。

地域固有の価値の保全・向上・再生という
点では、観光・ツーリズムということが、経
済の観点からも重要です。本学で観光学を専
門とする荒川教授は、持続可能な観光
sustainable tourismか ら、 再 生 観 光
regenerative tourismへ、と論じています。

観光客にたくさん来てもらって観光産業を盛
んにしようとしたときに、オーバーツーリズ
ムという問題が出てきます。そこで、そうで
はなくて、来てくれれば自然も文化的環境も
よりよくなるような観光のあり方が求められ
るということですね。観光については、今日
はこれ以上お話はしませんが、大きなヒント
がここにありそうです。

ウェルネスの向上は、この後、お二人の講
演者にお任せしますが、大学として関わって
いるところで少し紹介しておきたいのは、医
学部と病院の西普天間地域への移転です。こ
の後でお話をさせていただきます。

それから、教育、人材の育成に関しては大
学の課題ですね。リカレント、学び直しがや
りやすいように、われわれとしてもお手伝い
をする、あるいは積極的に関わるということ
を考えています。

大学進学率の向上というのは、われわれが
直接関わる点です。考えてみますと、県民所
得は全国平均でまだ最下位。なんとかこれを
上げていきたいということですけれども、実
は大学進学率も最下位なんですね。この２つ
は密接な関連がある。両方を上げていくとい
う課題があると考えています。

６．琉球大学のいくつかの取組

最後に、琉球大学が行っている、本日の話
に関連する取組を２つ取り上げて、締めくく
りたいと思います。
（1）沖縄健康医療拠点形成

１つは、いまのウェルネスの向上に関連す
る医学部と病院の西普天間移転を基盤にした
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図９　ウェルビーイング面での沖縄の優位性



沖縄健康医療拠点形成の話をいたします。医
学部の歴史は、もともと保健学部がありまし
て、その保健学部の附属の病院がありました。
その後、医学部ができ、医学部の附属病院と
なり、それがいま大学病院となっています。

一方、沖縄健康医療拠点形成というのは、
基地返還跡地の新しい活用のモデルケースに
しようということで、国家事業として位置付
けられて始まった事業で、本学医学部と病院
が西普天間の返還跡地に移転して同拠点をつ
くり、それを基盤に国際化、人材育成、医療
水準の向上、先端研究・産業振興を展開しよ
うというものです。国、県、大学、医療界、
その他地元の方々が加わって、協議会を何度
も行ってつくられた構想が基礎になっていま
す。

約１年半後の拠点完成予想図が図10です。
左が病院、右側に東シナ海に向かって見晴ら
しのよい斜面に医学部や先端医学研究セン

ターなどが設置されます。全体がウォーカブ
ルで健康増進につながるような場所になるよ
う、宜野湾市とも密接に連携して取り組んで
います（図11）。

いま申し上げた先端医学研究センターは、
もうすでに医学部の中で活動を行っています
が、沖縄バイオインフォメーションバンクを
持ち、ゲノム解析結果などのインフォメー
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図11　「ぎのわん健康モデル」確立に向けた宜野湾市との連携

図10　 沖縄県健康医療拠点構築に向けて西普天
間に移転する琉球大学医学部および病院
の完成予想図



ションから実際の組織等までを含めた研究リ
ソースを大規模に収集・保管・管理して、先
端的な研究に活用していくことができるよう
にします（図12）。すでに優れた研究の成果

が出てきています。それから、幹細胞を用い
た再生医療を新たに展開するというようなこ
とも進んでいます（図13）。健康増進、診療
等の展開、医師の養成はもちろんのこと、さ
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図13　脂肪幹細胞を用いた再生医療の展開

図12　沖縄バイオインフォーメーションバンク（OBi）の概要



らに経済界と組んで新たな創薬に貢献するよ
うな展開、あるいはその他の面でも、病院×
経済界・産業界との協働で大きな効果を生み
出したいと考えています。
（２）サステイナブル陸上養殖グローバル拠点

さきほど、農と畜産、そしてさらに人間の
食との連環の話をしましたが、農と水産の結
びつけたサステイナブル陸上養殖のグローバ
ル拠点を目指すプロジェクトも本学でやって
います。年に３億以上の資金が入り、10年間
やる（その先は自走する）ということで動き
始めました。

農水一体型循環システムの構想概念図を図
14に示します。植物と動物の一体化というの
は鉄壁なんですね。そこに水の循環には微生
物を介在させ、太陽光に基づく再生可能エネ
ルギーも援用する。これらを繋いだコンパク
トで効率的なシステムを構築し、横展開、さ

らに海外展開していくという構想です。大き
なものをどんとつくって、量効果でいくとい
う大量生産・大量消費時代の発想とは根本的
に違う発想での展開を考えています。ここが
大事で、これは島からの発想とわれわれは
言っています。

図15は、大事な要素をつないだシステムを
入れ込んだコンテナの写真です。ARKとい
う会社と組んでやっています。これを大学の
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図14　農水一体型サステイナブル陸上養殖のグローバル拠点構想の概念図

図15　 農水一体型循環システム構築に向けて魚
類＋藻類複合養殖の実証試験を行うため
にキャンパスに設置された小型閉鎖循環
式システム組み込みコンテナ



門の横にセットしています。このセットはど
こでも置けますね。これをいくつか並べてい
くと、かなりの量の生産もできる。台風のと
きも大丈夫なように工夫も続けています。こ
ういうシステムをさらに発展させて横展開す
るというのが、われわれが考えていることの
１つです。

こうした研究開発と社会への実装に向けて
の検討を、若い人たちも一緒になって進めて
います。その中で、人を育てるというところ
にまで結び付けてやっていきたいと思ってい
ます。

これで私の話を閉じたいと思います。ご清
聴、ありがとうございました。
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